当初、朝鮮では豆満江の中洲島を間島（カンド）と呼んでいたが、豆満江を越えて南満州に移住する朝鮮人が増えるにつれて間島の範囲が拡大し、豆満江以北の朝鮮人居住地全体を間島と呼ぶようになったものである。また鴨緑江以北の朝鮮民族居住地が西間島（ソカンド）と呼ばれることもあった。
